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第29回日本獣医生命科学大学・学術交流会プログラム
日程　平成 25 年 11 月 9 日（土）9：45 ～
会場　日本獣医生命科学大学（東京都武蔵野市境南町 1 － 7 － 1）
【9：45 ～ 10：00】会長挨拶　池本卯典学長
【10：00 ～ 12：00】





②	臨床フォーラム１「二次診療施設からのメッセージ」 B 棟 4 階 414 教室　座長：小山秀一
 安田　暁子　「結構大事な入院動物の栄養補助療法について～経腸栄養法の観点から～」
 鴫原　果映　「尿路結石の外科」
 弥吉　直子　「今さら聞けない CT 画像の見方～画像を読む前に知っておくべきポイント～」
 澤田　治美　「放射線療法が適応となる症例の選択と治療の実際」
【12：15 ～ 13：30】一般発表（ポスター）　38 題 B 棟 4 階 415，416 教室
【12：15 ～ 13：00】評議委員会 B 棟 4 階 411 教室
【13：30 ～ 14：00】梅野信吉賞特別講演 B 棟 4 階 413 教室　座長：阿久澤良造
 小林　史幸　「マイクロバブル化した加圧二酸化炭素を用いた食品の殺菌・酵素失活に関する研究」
【14：00 ～ 17：15】





②	臨床フォーラム 2「基本は外さない！」 B 棟 4 階 414 教室　座長：河上栄一
 藤田　道郎　「肺炎，肺水腫，肺腫瘍をどう鑑別するか？」  【14：30 ～ 15：45】
 竹村　直行　「循環器診療に必要な基本事項」  【16：00 ～ 17：15】
【10：00 ～ 12：00，13：30 ～ 17：00】
動物看護師卒後講習「獣医師と動物看護師との懸け橋」（動物看護師無料・移行ポイント有り）
  B 棟 3 階 313 教室
 呰上　大吾　「白血球の鑑別を極める」  【10：00 ～ 11：00】
 左向　敏紀　「糖尿病ケアとトピックス」  【11：00 ～ 12：00】
 百田　　豊　「皮膚病（アレルギー）と栄養」  【13：30 ～ 15：00】
 松原　孝子　「組織としての動物看護～動物看護の質とキャリアデザイン～」 【15：00 ～ 16：00】



























































































図 1.   RINES の働き

































そこで私達は，実際に RINES が直接 MAO-A の分解
に関与するかの検討を行った。その結果，培養細胞内に




から，RINES が MAO-A を標的として，その分解を促進
することが明らかになった（図 1）。
さ ら に，RINES 欠 損 マ ウ ス に 表 れ た 行 動 異 常 が，
MAO-A 量 の 増 加 に よ る も の か を 検 討 す る た め に，



























KABAYAMA, M., et al. Rines E3 ubiquitin ligasae regulates 
MAO-A levels and emotional responses. Journal of 
Neuroscience 2013;33（32）:12940-12953.
参　考　文　献
1） SHIH, JC., CHEN, K., RIDD, MJ. Monoamine oxidase: 
from genes to behavior. Annu Rev Neurosci 
1999;22:197-217.
2） BORTOLATO, M., CHEN, K., SHIH, JC. Monoamine 
oxidase inactivation: from pathophysiology to 
therapeutics. Adv Drug Deliv Rev 2008;60:1527-
1533.
3） RAVINDRAN, LN., STEIN, MB. The pharmacologic 
treatment of anxiety disorders: a review of 
progress. J Clin Psychiatry 2010;71:839-854.
4） MILLAN,  MJ .  The neurob io logy and contro l 
of anxious states. Progress in neurobiology 
2003;70:83-244.
5） KOEN, N., STEIN, DJ. Pharmacotherapy of anxiety 
disorders: a critical review. Dialogues in clinical 
neuroscience 2011;13:423-437.
6） HUNTER, P. The psycho gene. EMBO reports 
2010;11:667-669.
7） BRUNNER, HG., NELEN, M., BREAKEFIELD, XO., et 
al. Abnormal behavior associated with a point 
mutation in the structural gene for monoamine 
oxidase A. Science 1993;262:578-580.
8） CASES, O., SEIF, I., GRIMSBY, J., et al. Aggressive 
behavior and altered amounts of brain serotonin 
and norepinephrine in mice lacking MAOA. 
Science 1995;268:1763-1766.
9） SCOTT, AL., BORTOLATO, M., CHEN, K., et al. Novel 
106
monoamine oxidase A knock out mice with 
human-like spontaneous mutation. Neuroreport 
2008;19:739-743.
10） DECKERT, J., CATALANO, M., SYAGAILO, YV., et al. 
Excess of high activity monoamine oxidase A gene 
promoter alleles in female patients with panic 
disorder. Hum Mol Genet 1999;8:621-624.
11） SCHULZE,  TG. ,  MULLER,  DJ . ,  KRAUSS,  H . ,  et  a l . 
Association between a functional polymorphism 
in the monoamine oxidase A gene promoter and 
major depressive disorder. American journal of 
medical genetics 2000;96:801-803.
12） Y U ,  Y W . ,  T S A I ,  S J . ,  H O N G ,  C J . ,  e t  a l . 
Associat ion study of a monoamine oxidase 
a gene promoter polymorphism with major 
d ep r e s s i v e  d i s o r d e r  a nd  a n t i d e p r e s s a n t 
response. Neuropsychopharmacology: official 
p u b l i c a t i o n  o f  t h e  Ame r i c a n  C o l l e g e  o f 
Neuropsychopharmacology 2005;30:1719-1723.
13） SAMOCHOWIEC, J., HAJDUK, A., SAMOCHOWIEC, A., et al. 
Association studies of MAO-A, COMT, and 5-HTT 
genes polymorphisms in patients with anxiety 
disorders of the phobic spectrum. Psychiatry 
research 2004;128:21-26.
14） GONG, B. ,  CAO, Z. ,  ZHENG,  P. ,  et al .  Ubiquit in 
hydrolase Uch-L1 rescues beta-amyloid-induced 
decreases in synaptic function and contextual 
memory. Cell 2006;126:775-788.
15） LEE, SH., CHOI, JH., LEE, N., et al. Synaptic protein 
degradation underlies destabilization of retrieved 
fear memory. Science 2008;319:1253-1256.
16） YAO, I., TAKAGI, H., AGETA, H., et al. SCRAPPER-
dependent ubiquitination of active zone protein 
RIM1 regulates synaptic vesicle release. Cell 
2007;130:943-957.
17） HERSHKo, A., CIECHANOVER, A. The ubiquitin system. 
Annu Rev Biochem 1998;67:425-479.
18） P I C K A R T ,  C M .  M e c h a n i s m s  u n d e r l y i n g 
ubiquitination. Annu Rev Biochem 2001;70:503-533.
19） OGAWA, M., MIZUGISHI, K., ISHIGURO, A., et al. Rines/
RNF180, a novel RING finger gene-encoded 






























が “ 扁桃体 ” に直接入力されるという事実によって証明さ
れるに至った。扁桃体は，ヒトおよび動物の条件付けの獲
得，情動体験によるエピソード記憶の固定などに関与する











系は “ フェロモン ” の受容とその情報伝達に特化した神経








図 1.   A. 動物の 2 つの嗅覚系，B, 鋤鼻系の主神経回路，C, マウス鋤鼻器（Yokosuka 2012）
図 2.   霊長類（ニホンザル）とげっ歯類（ラット）の扁桃体の比較（横須賀と佐原 2007）
動中枢 ” である扁桃体とより強い投射関係を持っている














































◦ 塩酸フルオキセチン： 犬　1 ～ 2mg/kg/sid






◦ 塩酸クロミプラミン： 犬　2 ～ 3mg/kg/bid







◦ 塩酸パロキセチン： 犬　1 ～ 2mg/kg/sid




◦ 塩酸フルボキサミン： 犬　1 ～ 2mg/kg/sid
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Ⅳ（ 精 神 障 害 の 診 断 と 統 計 の 手 引 き Diagnostic and 
















盤の 6 ～ 8 週齢ごろから発達すると考えられている。この
頃より 12 ～ 14 週齢の間に経験した非常に強い恐怖刺激は
将来にわたって犬の行動に影響を与える因子となりうる。





































































×3 錠）頓服 → 効果なく，ジアゼパムに変更
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から RER の 60 ～ 90％を受けるべきである。また絶食が
5 日以上である場合，肝臓が糖新生のため内因性脂肪から



















理想的な蛋白質要求量は一般的に犬で EN では 4 ～
6g/100kal，PN では 2 ～ 3g/100kcal とされており，猫で















3 日以上食事摂摂取量が RER 以下であることが疑われ
るまたは確実な場合，栄養補助を考慮するべきである。
供給する栄養管理経路は経口（EN）および非経口（PN）









EN は PN に比較してより生理的であり消化管ホルモン
動態などもより正常に維持することができる。長期間の
PN は小腸粘膜の萎縮が生じ細菌のエンドトキシンが腸管










































要な場合に適応される。猫・小型犬では 5 ～ 6Fr，中～
大型犬で 8Fr 以上のチューブが挿入可能である。
チューブの留置には麻酔や鎮静は必要なく簡単で，水







































3 日以上経腸的な栄養摂取が不可能な場合や EN での栄
養摂取が不十分な場合に併用して行われる。人間で PN は







末梢静脈から投与する peripheral parenteral nutrition
（PPN） と 中 心 静 脈 か ら 投 与 す る central parenteral 
nutrition（CPN）がある。
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近年，小動物臨床領域において CT や MRI といった画
像診断技術は大学病院のみならず一般開業医にまで幅広く
普及するようになり，非常に身近な診断ツールとなってき
た。また画像データも CD や DVD などに保存して持ち運



















 水の X 線吸収値を 0，空気を－1000 とし，その間を
1000 等分して各組織の X 線吸収値を相対的に表した
もの（単位：HU）。
 例） 骨　　　：約 1000HU
  実質臓器：30 ～ 50HU
  脂肪　　：－50 ～－100HU など
・ ウィンドウレベル（WL）とウィンドウ幅（WW）






 例） 骨　　：WL300 ～ 800　WW1500 ～ 2000





4. CT と MRI の使い分け
 脳，脊髄 → MRI
 骨，肺　 → CT










本学での治療実績の比較でも 2010 年度が 89 件の症例数









本学においては，2005 年に 4MV のメガボルテージ X
線装置が導入され，RT がスタートした。2012 年度の治療
実績の 103 件の内訳では犬が 77 件，猫が 26 件，部位別で
は鼻腔内腫瘍，口腔内腫瘍が犬では同数の割合で，共に全





ジ X 線装置は本学も含めて 8 施設で，北は青森から南は
大阪まで存在し，望めば RT を受けることができる。






























































C-1. 膜結合 IL-21 によるイヌの末梢血リンパ球活性化
 中垣和英・野上奈津子・布村由香（日本獣医生命科学大学獣医学部獣医学科感染症学教室）































































E-4. 寝たきり高齢犬に対する看護援助の視点～柴犬の 2 事例の検討～
 小林真歩・小泉紫織・左向敏紀・松原孝子（日本獣医生命科学大学獣医学部獣医保健看護学科臨床 
部門）
































れぞれに移植した。1，3，そして 12 ヶ月群の 3 群を設定し，
それぞれの観察期間の後に欠損部に埋植した吸収性人工骨
に対して，X 線 CT 検査による骨塩量の測定と，脱灰標本
と非脱灰標本を用いた組織学的検討を行いそれぞれの人工
骨のリモデリング過程を評価した。





-TCP 製人工骨は同等の骨形成を示した。Von willebrand 
factor，cathepsin K による免疫組織染色，そして鍍銀染




り，浸潤細胞の多くは Runx2 陽性であった。これは HA/
PDLLA 製人工骨に浸潤が認められた組織や細胞は将来的
に骨や骨芽細胞へと分化する可能性を示唆している。











【背景】 軟骨異栄養性犬種（CDB）では Hansen-1 型椎間
板ヘルニアが好発する。その背景に椎間板髄核の早期変性
が関与していることが知られているが，その機序は明らか












【目的】 Low-melting agarose-hydrogel を用いた三次元培
養と単層培養時における CDB 由来髄核細胞の発現形質の
推移を，設定した培養期間ごとに分子生物学的手法を用い




に MRI 撮影を行った 1 歳齢の健常ビーグル犬 12 頭より髄
核組織を採取し，遺伝子発現解析，組織学的解析，また細
胞培養に用いるためにそれぞれを－80℃，4%PFA，およ





0.1%collagenase および 0.4%pronase を用いて細胞を単離
した後，low-melting agarose-hydrogel に包埋し 37℃およ
び 5%CO2 存在下で 0，5，10，25 日間に渡り三次元培養し，
それぞれの発現形質の推移を設定した培養期間ごとに分子
生物学的手法を用いて比較検討した。さらに 25 日間培養
した cell-agarose construct は Lipopolysaccharide（LPS）
で刺激し，組織学的および分子生物学的手法を用いて解析
した。





である Col2A1 および ACAN の減少が確認された。さら
に炎症性サイトカインである TNF-α および IL-6 の発現
増加も変性過程の髄核において確認され，加えて VEGF
や PEGS の発現増加，カタボリックサイトカインである
MMP3 および MMP13 の増加が確認された。織学的解析
では変性の進行に伴い Safranin-O 陽性領域および Col2A1
陽性細胞の減少，VonKosa 陽性領域，Col1A1，TNF-α，
















in vitro において low-melting agarose-hydrogel を用いた
三次元培養と LPS を併用することで再現できることから，



















【材料と方法】 解析には SEC 群（n=18），臨床てんかん
群（n=8），正常群（n=16）を用いた。MRI は 1.5T なら
びに 3.0 テスラ MRI 装置を用いて撮像した。3D 容積測定
には，3D-T2 Cube 画像，2D 容積測定には T2W 横断像を
用いて，それぞれ画像解析ソフトを用いて実施した。3D
ならびに 2D 解析において，左右ならびに総海馬容積，お
よび左右差（%）｛（左右容積差 / 大きい側の容積）× 100｝，
海馬－ ICV 比（%）｛（総海馬容積 / ICV）× 100｝を算出し
た。また正常群の 3D 解析において，海馬容積と ICV に
おける回帰分析により，片側および総海馬容積の理想値と
萎縮度（%）（実測値 / 理想値× 100）を算出した。2D な
らびに 3D 解析において，SEC 群，臨床てんかん群，正常
群のそれぞれ 2 群間における各測定項目の比較検討には
Mann-Whitney’s U-test を用いた。p<0.05 であれば統計学
的に有意差ありと判断した。










































PCR は 常 法 に 従 い 行 っ た。 ま た cGMP 含 量 の 測 定 は
ELISA 法にて行った。
【結果と考察】 ブ タ 胃 底 部 縦 走 筋 よ び 輪 走 筋 の CCh
（1µM）収縮に対し各種選択的 PDE 阻害剤は，いずれ
も濃度依存的に抑制し，その抑制効果は縦走筋において
vardenafil（5 型 ）＞ BAY736691（9 型 ）＞ Ro20-1724 ＞
EHNA（2 型）＞ vinpocetine（１型）＞ BRL-58481（7 型）
＞ milrinone（3 型）の順に大きく，輪走筋においては
vardenafil（5 型）＞ BAY736691（9 型）＞ vinpocetine（1
型）＞ EHNA（2 型）＞ Ro20-1724（4 型）＞ milrinone（3
型）＞ BRL-58481（7 型）の順に大きかった。胃底部縦走
筋および輪走筋において，RT-PCR 分析より PDE5 型の
mRNA 発現が確認された。胃底部縦走筋および輪走筋に
おいて，CCh 存在下で vardenafil は濃度依存性に cGMP
含量を増加した。以上より，ブタ胃底部平滑筋において
PDE5 型阻害剤の vardenafil は cGMP 含量の増加を伴い
CCh 収縮を抑制した。また，ブタ胃底部縦走筋および輪















子が多く見られる 3 歳のビーグル 1 頭である。供試犬に対
し，hCG および PMSG をそれぞれ投与量 250IU で週 1 回，




【結果】 総精液量は，ホルモン投与前の 10 回の平均 1.8ml
と比較し，投与開始後 1 週から増加して，2 週で 7.0ml と
ピークを示し，5 週まで改善が見られた。総精子数は，投







































【目的】 犬の歯周病原菌とされる Porphyromonas gulae，
Tannerella forsythia，Campylobacter rectus の リ ア ル タ
イム PCR 法による測定法の確立，および生体内酵素であ










肉眼的に判定し，また，実験 1 と同様に DNA コピー数を
算出した。
【結果】 実 験 1 に お い て， 歯 周 病 原 菌 P. gulae，T. 





【考察】 歯 周 病 原 菌 で あ る P. gulae，T. forsythia，C. 






























































HCM と臨床診断した猫（n=16，年齢中央値 5.0 歳，体重
中央値 4.5㎏）を対象とした。本研究では M モード法，ま
たは B モード法により得られた拡張末期の心室中隔壁厚
（IVSd）および左室後壁厚の両方，もしくはどちらか一方












【結果】 2D-STE 法は長軸方向の 85.3%，短軸および捻れ
方向の 100% の心筋分節で解析可能であった。また，観察
者内変動係数は長軸方向変数で 0.02 ～ 5.0%，円周方向変
数で 1.7 ～ 4.4%，壁厚方向変数で 4.0 ～ 23.3%，捻れ方向
126




















































仕事量（Stroke Work; SW）および max dp/dt を算出した。
【結果】 右心房ペーシング時と心室三点ペーシング時
で は， Ⅱ 誘 導 に お け る QRS 幅 は 90msec vs 30msec，
2D-STE 法 に よ る Strain Delay Index は 52msec vs 
20msec，TSSR-6SD は 23.4msec vs 8.2msec で あ っ た。
また，ペーシング中に記録した圧 - 容積曲線から得られた
SW は 411mmHg･mL vs 821mmHg･mL，max dp/dt は
1356mmHg/sec vs 3289mmHg/sec であった。
【考察】 今回の dyssynchrony モデル犬での CRT の急性
効果として，2D-STE 法を用いた同期性指標の改善，圧－










































値の平均差 <10mmHg，SD<15mmHg，少なくとも 8 頭
から得られたデータを利用すること，7 回の SBP 測定値
の変動係数が≦ 20%。
【結果】 Pettrus の SBP の変動係数は全ての部位で <20%
だった。SBP および DBP の一致分析では，SBP で右前肢
でバイアス－3mmHg，SD 20mmHg，左前肢で－2，21，
右後肢で 3，17，左後肢で 1，17，尾部で 11，16 だった。








1） DOHERR, M., WERNICK, M., et al. Evaluation of high-
definition and conventional oscillometric blood 
pressure measurement in anaesthetised dogs 



































濃度の比較は，Mann-Whitney の U 検定を用いて行われた。
P<0.05 を有意とみなした。
【結果】 L-FABP/U-Cre は，UPC，UAC，BUN，Cre，




























【材料および方法】 角質細胞面積と TEWL の相関性を調
べるために腰背部，鼠径部，鼻梁部，耳介の内側を測定部
位としバリカンで剃毛処理後各部位 5 回ずつ TEWL を測
定した。テープストリッピング法（1 回，5 回，10 回，15
回，20 回）で角質細胞を採取後，部位別ごとの違いを調




は染色後，顕微鏡画像（100 倍）から 1 スライドにつき 30
個測定した。得られたデータは，その平均値±標準偏差に
て算出した（TEWL の単位：g/m2/h，角質細胞面積の単位：
mm2）。測定環境は気温 26℃以下，湿度 50% 以下のもと
供試動物を 30 分前より馴化させたのち実験を行った。









ピング後の TEWL における腰背部の 20 回目の平均値は
27.03±13.47g/m2/h とテープ前の数値からから 3.25 倍上
昇し鼠径部の 20 回の平均値は 21.9±20.27g/m2/h と 3.65
倍上昇した。テープストリッピング回数 20 回後の腰背部
の角質細胞面積は 1463±194µm2 と 1 回目から 7.6% 減少
し，鼠径部のストリッピング回数 20 回目の角質細胞面積











































































【材料および方法】 健常ビーグル犬 4 頭を使用し（去勢
雄 2 頭　避妊雌 2 頭，2 ～ 6 歳，8.5 ～ 13.0kg），朝 7 時か
ら夜 7 時までの朝試験と，夜 7 時から朝 7 時までの夜試験
を行った。フードは総合栄養食であるセレクトスキンケ
ア（ロイヤルカナン）を用い，RER（B.W0.75 × 70）× 1.6









【結果および考察】 朝試験は夜試験に比べて，食後 1 時間
の Ins 濃度変動が有意に低値を示した。Ins AUC は有意
な差は認められなかったが夜試験において若干高値であっ
た。一方，Glu 変動は有意差は認められなかったが，朝試

















































を，遺伝子工学で pDisplay vector（Life Technologies）
の PDGF receptor 膜ドメイン上流に繋いだ。この IL21-
pDisplay plasmid を P3U1 マウスミエローマ細胞にトラン
スフェクションし，1mg/ml の G418 で選択した。膜上の
IL-21 発現を Flow Cytometry と Western blot で確認し
た。犬の末梢血単核細胞（PBMC）と 30Gy の放射線照射
した IL-21 発現 P3U1（IL21-P3U1）を，ヒトまたはイヌ・
インターロイキン 2，50IU/ml 下で培養，刺激した。この
PBMC の細胞傷害作用を，イヌの甲状腺癌細胞株（CTAC）
を 用 い て，xCelligence シ ス テ ムTM（Roche Bioscience）
で，電気的インピーダンスとして測定した。刺激培養 2 週
間目の IL-21 活性化 PBMC は標的細胞に対し，最も強い
細胞傷害作用を示した。一方，マイトゲン刺激 PBMC の
増殖は非常に速かったが，2 週目の細胞傷害作用は弱く，
4 週目には著しく低下した。さらに，3 ～ 4 週間培養の
IL-21 活性化 PBMC は，イヌの骨肉腫細胞株 D-17 に対し
ても，強い細胞傷害性を示した。IL21-P3U1 刺激 PBMC
を CD4/CD8，CD16，CD27 モノクロナール抗体を用いて，
Flow Cytometry 解析を行い，マイトゲン刺激 PBMC と
比較したところ，マイトゲン刺激 PBMC では CD4 陽性ま
たは CD8 陽性細胞と CD4/CD8 両陽性細胞が増えており，
細胞傷害性を持たない細胞集団の増殖が示唆された。一方，
IL21-P3U1 刺激 PBMC は殆どの細胞が CD27 陰性であり，
CD16 陽性細胞が増加していた。










傷害測定のための xCelligence システムTM は日本 Roche 
Bioscience 社 よ り 貸 与 を 受 け た。 こ の 事 業 の 一 部 を
International Veterinary Immunology Symposium 2014
に報告した。







【はじめに】 本研究では，2000 年から 2012 年に聖マリア
病院を中心に受診された，HSV の関与が強く示唆される
中枢神経感染症 27 症例について，高感度で特異性の高い
HSV 型特異蛍光 ELISA 法による検出抗体の動態からその
起因性を解析した。
【対象症例と方法】
1） 対象症例：2000 年から 2009 年の中枢神経感染症 16 症
例（脊髄炎 1 例，髄膜炎 5 例，脳炎 10 例），および
2010 年から 2012 年の中枢神経感染症 11 症例（脊髄炎
1 例，髄膜炎 3 例，脳炎 7 例）の経時的血清と脊髄液。
2） 方 法：HSV-1，2 型 の ウ イ ル ス 構 造 糖 蛋 白 Ｇ（gG）
を 用 い た 蛍 光 ELISA 法（Akikazu FUJIMA, et al.: 
Journal of Clinical Microbiology 46（1），56,2007）で，
IgM 抗体，IgG 抗体の保有動態を解析した。
【結果と考察】
1） 2000 年から 2009 年に集積された中枢神経感染症 16 症
例での解析では，①脊髄炎１症例で HSV-1，2 型混合
感染，髄膜炎 5 症例では HSV-2 型単独陽性と 1，2 型
混合感染，脳炎 10 症例では全てで HSV-1 型陽性であっ




2） 2010 年から 2012 年の症例での解析では，HSV 中枢神
経感染症を疑う患者の年齢層がさらに高齢化の傾向を
示し，全症例で 73%，脳炎患者では 100% であった。
また，脳炎症例の HSV-1，2 型混合感染症例において，
脊髄液から 2 型抗体が検出され，2 型を起因とした
HSV 脳炎の局在を明らかにした。



















豚腎上皮細胞由来 CPK-NS 細胞に PCV2 が感染すると細
胞が顕著に剥離する現象を認めた。そこで今回，PCV2 の
CPK-NS 細胞に対する細胞病原性について検証した。
【材料と方法】 日 本 で 初 め て 分 離 さ れ た PCV2 山 形 株
（PCV2 DNA コピー数＝ 107）2）を CPK-NS 細胞ならびに






DNA を抽出し，定量的 PCR3）により PCV2 の DNA を定
量した。
【結果】 山形株を接種した CPK-NS 細胞は，1 回の細胞
継代後に顕著に細胞が剥離浮遊した。一方，山形株接種
PPK-3f 細胞では継代を 5 代繰り返しても細胞の剥離は認
められなかった。接着及び剥離した山形株接種 CPK-NS





【考察】 PCV2 山形株が感染した CPK-NS 細胞で特異的に
細胞が剥離したことから，同株が CPK-NS 細胞に CPE を
誘導している可能性がある。しかし，ウイルス DNA 量や





1） TISCHER et al. A very small porcine with circular 
single-stranded DNA. Nature 295, 64-66, 1982.
2） Atsushi, ONUKI et al. Detecion of porcine circovirus 
from lesions of a pig with wasting disease in 
Japan. J Veterinary Medical Science 61（10），1119-
1123, 1999.
3） Gan -Nan  CHANG e t  a l .  Fas t  d i agnos i s  and 
quantification for porcine circovirus type 2（PCV-
2） using real-time polymerase chain reaction. J 






【目的】 脱共役蛋白質（Uncoupling Protein: UCP）はミ
トコンドリア内膜に存在する 6 回型膜貫通蛋白質で，体温
維持機構やエネルギー消費の制御に関与している1）。UCP





















【結果と考察】 UCP2 遺 伝 子 内 で 10 SNPs お よ び 4 
INDELs，UCP3 遺伝子内で 13 SNPs および 1 INDEL，
合計 28 の多型座位が検出され，そのうち 25 座位は新規で
あった。この 28 座位のアリル頻度を 2 犬種（柴犬，シェッ
トランドシープドッグ）で比較したところ，UCP2 遺伝
子で 7 座位，UCP3 遺伝子で 4 座位において有意差が認
められた。また，総コレステロール値との相関解析（ラブ







1） OLIVIER Boss et al. 2000. Uncoupling protein 2 and 
3: potential regulators of mitochondrial energy 
metabolism. Diabetes , 49：143-156
2） Min Ho CHA, et al. 2007. Association of UCP2 and 
UCP3 gene polymorphisms with serum high-
density lipoprotein cholesterol among Korean 




















ミの MSC の特性を明らかにするために，骨髄より MSC
を単離し，実績のあるラット MSC と比較解析した。
【材料と方法】 実験には自家繁殖している成熟雄スナネズ








4 代目を使用した。樹立した MSC の特性を確認するため，
形態観察ならびに RT-PCR 法を用いた細胞表面マーカー
探索を行った。MSC 特異的な陽性マーカーとして CD29，
CD90，Vimentin，Collagen Iα， 陰 性 マ ー カ ー と し て
CD31，CD34 を使用した。MSC の多分化能の有無を確認
するために，定法に従い，脂肪細胞への分化誘導を行った。
脂肪細胞の確認は Oil Red O 染色により行った。
【結果と考察】 今回，ラットの MSC 単離方法で，スナネ
































【方法】 本研究室で系統維持している 12 ～ 67 週齢の雌，












絨毛性性腺刺激ホルモンを 46 ～ 48 時間間隔で腹腔内投与






みるために，交尾確認後 7 ～ 9 時間に人工授精した（移植
時間の遅延）。
【結果】 ホンドハタネズミの新鮮および凍結－融解精子
の総運動性は，それぞれ 79% および 67% であり，凍結－
融解後に総運動性は低下する傾向を示した。平均生存率




















































た。発症ラットにおける TUNEL 陽性細胞は Six2 陽性
NP 細胞とは一致せず，後腎間葉系（MM）細胞の領域に

















































































し分析した。また，グループワークでは，3 ～ 5 人の
14 グループ作り，半数が事例 1，残りの半数が事例 2
について検討した結果を同様に分析した。
【結果】 レポートを分析した結果，事例 1 では，13 の
サブカテゴリーが抽出され，それを＜飼い主に対して＞
57％，＜飼い主家族に対して＞ 27％，＜飼い主家族全体
に対して＞ 11％，＜患者動物に対して＞ 4％，＜その他＞ 
1％の 5 つのカテゴリーに分類した。グループワークで
は，3 つのサブカテゴリーが抽出され，それを＜飼い主に
対して＞ 75％，＜飼い主家族に対して＞ 25％の 2 つのカ















































1） 獣医保健看護学科 3 年生医療センター実習科目履修者
77 名を 1 グループ 6 名から 8 名の 12 グループに編成
し進められた。（7 グループ：4 日間　5 グループ：3 日
間の実習うち 5 グループは 3 日間の実習となった）























































1） 対象：本学獣医保健看護学科 3 年生医療センター実習

















































1） 対象：本学獣医保健看護学科 3 年生医療センター実習
科目履修者。平成 23 年度 85 名（実習期間は 2 日間）
平成 24 年度は 79 名（実習期間 4 日間）2 年間に渡る
学生の合計人数は 164 名。








【結果および考察】 調査の結果①平成 23 度はアンケート
に答えた全学生のうち 25％が『危険と感じた出来事の目
撃や経験』が『ある』と答えた。また平成 24 年度『ある』
と答えた学生は 48％。② 2 年間共『ある』と答えた学生








































































































1） 対象：新郷市内の動物病院 7 軒を訪問し，内インタ


































































































































































































































































































【材料と方法】 本学で飼育しているビーグル犬 4 頭（7 ～
11kg）に市販の歯ブラシ 6 種を用いて，本学科生 3 名が
調査した。犬 4 頭への歯磨きは 6 本の歯ブラシを用いて 1




























れてきた（Call et al., 2003; Gacsi et al., 2004）。一方，シェ
ルターのイヌを対象とした研究では，ジェスチャーの理解
などの社会的認知能力には経験が大きく影響していること








手続き　ヒト，イヌ，楽器の写真計 6 枚を 2 枚ずつペア







ところ，家庭犬は 0.83 秒，施設犬は 1.32 秒であった。t 検
定を実施した結果，平均注視時間に有意差が認められた（t
（26）=1.80，p>.10）。












・ CALL, J . ,  KAMINSKI,  J . ,  & TOMASELLO, M.（2003）．
Journal of Comparative Psychology , 117, 257-263.
・ GASCI, M., MIKLOSI, A., VARGA, O., TOPAL, J., & CSANYI, V. 
（2004）．Animal Cognition , 7, 144-153.
・ UDELL, M.A.R., DOREY, N.R., WYNNE, C.D.L.（2009）．




















【材料と方法】 2013 年 3 月 4 日から 2 泊 3 日で行われた
本学動物介在療法サークル Activity with Kindred Spirits
の乗馬合宿（長野県茅野市ハーモニィセンター蓼科ポニー
牧場）に参加した女性 15 名，男性 2 名から成る合計 17 名






成 績 は，Excel 2010（Microsoft） と Lotus（Lotus 
Development）を用い，平均値±標準誤差で示した。有



































































SC-CO2 よりも著しく低い圧力下で CO2 ガスを MB 化する
ことで高い殺菌・酵素失活効果が得られる低加圧二酸化
炭素マイクロバブル（MB-CO2）を開発し3），Escherichia 









2 槽式 MB-CO2 による生酒中の火落菌の殺菌 
および酵素失活
清酒は火落菌の殺菌・酵素失活のために，通常，約 65 





検討し，2 槽式 MB-CO2 により処理した清酒の官能評価お
よび香気成分分析を行った。45 ℃および 50 ℃での 2 槽式
MB-CO2 処理により，滞留時間 10 min で生酒中の火落菌
は検出不可能となり，加えて，効率的な酵素失活が可能で
あったことから，2 槽式 MB-CO2 処理は生酒中の火落菌の
殺菌・酵素失活が通常の火入れよりも 45 ℃～ 50 ℃と比
較的温和な温度においても短時間で可能であった。さらに，
2 槽式 MB-CO2 処理後の清酒を急速に冷却して回収するこ
とで香気成分の損失防止が可能であり，しかも，官能的に






る：（1）CO2 の溶解による細胞外 pH の低下，（2）細胞膜
の変性，（3）細胞内・細胞膜からの必須成分の漏出 ,（4）
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平成 23 年，牛では 1,175,991 頭がと殺され，そのうち












れ 86 万トン，35 万トン（41％），同様に豚肉は 169 万トン，




























ど数が発生前（肉用牛は平成 22 年 2 月 1 日現在，豚
は平成 21 年 2 月 1 日現在）と発生後（平成 23 年 2 月
1 日現在）ではそれぞれ 1,140 戸・53,500 頭，157 戸・
148,300 頭の減少がみられ（通常の減少も含まれる。），
現在でもその数の完全復帰はいまだ遠い状況である。
③ BSE の発生では，発生が確認された平成 13 年の牛肉の



















































































































































































































6） K. ARIYAMA et al., Determination of the geographic 
origin of onions between three main production 
areas in Japan and other countries by mineral 



























2.  欧州連合 EU の最新動向
欧州連合 EU においては，近年，この動物福祉への取り
組みを強化している。2012 年 1 月からは従来型のケージ
採卵養鶏を禁止し，2013 年には母豚のストール飼育も禁
止している。2005 年に EU 加盟国市民を対象に実施され







きな変化を見せている。2011 年 7 月に全米鶏卵生産者組
合（UEP: United Egg Producers）と全米人道協会（HSUS: 
The Humane Society of United States）とが，アメリカに
おいて従来型のケージ養鶏を将来的に禁止する歴史的合意









































後，2009 年 12 月に発効したリスボン条約の「欧州連合の
機能に関する条約 : TFEU」の第 13 条に「動物の福祉要
求に最大限の関心を払う」との記述があり，欧州連合 EU
において，今後よりいっそう動物福祉に配慮することを明
記している。新たな「欧州連合 EU 動物福祉戦略 : 2012 年
～ 2015 年」も公表され，そこでは，より良い動物福祉の
方向性のための戦略を打ち出した。




















立動物虐待防止団体（RSPCA: the Royal Society for the 
































































































































1） Koblik PD. Radiographic appearance of primary 
lung tumors in cats: A review of 41 cases. Vet. 
Radiol. 27:66-73. 1986.
2） Morris J, Dobson J. Respiratory tract. Small 
Animal Oncology. Blackwell Science. 148-153. 2001.
参　考　図　書
・ Suter PF. and Lord PF. 犬猫の胸部Ｘ線学（上）
（下），（松原哲舟 監訳）LLL セミナー，1996 年，鹿
児島



































































































球（直径 10 ～ 15µm），好中球（直径 12 ～ 15µm），好塩
基球（直径 13 ～ 17µm），好酸球（直径 13 ～ 18µm），単















































































































































































































































































































⑤ ア ル ツ ハ イ マ ー の 神 経 原 線 維 変 化 お よ び neuropil 
thread（curly fiber）
⑥ 老人斑 senile plaques
⑦ 顆粒空胞変性 granulo-vacuolar changes
⑧ 平野小体 Hirano bory
⑨ 延髄後索核（背索核）などにおける類球体 spheroid




⑬ ポリグルコサン小体 polyglucosan body（アミロイド
小体 Corpora amylacea など）
⑭ レビー小体 Lewy body
⑮ 神経細胞の細胞体内のエオジン好性顆粒
⑯ 小脳皮質の顆粒層にみられるトルペドー torpedo
⑰ ピック嗜銀球 Pick body
⑱ 小梗塞巣 lacune
⑲ 脳内の血管変化（動脈硬化，amyloid angiopathy など）
⑳ 神経細胞内の粗面小胞体槽内での微小管の集積
※ より生理的と考えられる変化：
 　　②，④，⑨，⑩，⑬，⑮，⑯
 より病的と考えられる変化：
 　　⑤，⑥，⑦，⑧，⑭，⑰，⑲
 動物の脳内に未だ発見されていない変化：
 　　⑤，⑦，⑭，⑰
 ヒトの脳内に未だ発見されていない変化：
 　　⑳
